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 都市計画公園・緑地とは、都市計画法に規定される都市施設の 1 つであり、都市計画

決定権者

※

である都道府県知事又は市町村長が都市計画決定（変更）した「公園」「緑地」

「墓園」を指します（都市計画法第 11 条第 1 項第 2 号）（表-1）。なお、都市施設であ

る公園・緑地の整備後は、原則、都市公園法に基づき、管理を行っています。 

 公園・緑地は市民の安全で快適な生活を支えるとともに、都市における貴重なオープ

ンスペースであることなど、多くの機能を有しており、『藤沢市緑の基本計画』では、

緑（公園・緑地）の有する機能を、「防災」「景観」「環境保全」「レクリエーション」の

4 つに整理しています（表-2）。 

 

 

 

 

表-1 都市計画決定権者（公園・緑地・墓園）（2015 年（平成 27 年）4月 1 日時点） 

 

 

 

 

 

 

表-2 緑の機能と役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】藤沢市緑の基本計画をもとに作成           

※ 都市計画法の改正により、「公園」「緑地」「墓園」の都市計画決定権者に変更が生

じており、年次によっては建設大臣等が都市計画決定している「公園」「緑地」「墓

園」もあります。 

項　　　　　目 都市計画決定権者

 国が設置する公園・緑地で面積が10ha以上のもの  都道府県決定（大臣同意必要）

 国が設置する墓園で面積が10ha以上のもの  都道府県(指定都市)決定（大臣協議不要）

 県が設置する面積10ha以上のもの  都道府県(指定都市)決定（大臣協議不要）

 その他  市町村決定（市：都道府県知事協議(同意不要)）

公園

緑地

墓園

都市計画の内容

都

市

施

設

１１１１    都市計画公園・緑地とは 

第２章第２章第２章第２章    都市計画公園・緑地都市計画公園・緑地都市計画公園・緑地都市計画公園・緑地    

機　　能 内　　容

　避難場所、避難路

　自然災害から市民を守る

　風致の形成と歴史文化の継承

　地域の優れた景観形成

　市街地の景観演出

　快適な生活環境の形成

　生きものの生息環境の形成

　自然の水循環を支える

　日常的なレクリエーションの場の形成

　自然とのふれあいの場の形成

　観光レクリエーションの場の形成

防　　災

景　　観

環境保全

レクリエーション
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  また、一般的に公園・緑地は機能や規模ごとに次の種別に分類されています（表-3、

-4、-5、-6）。 

表-3 公園の種別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-4 公園種別による規模と配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種　別 規　　　模 配　　　置

街区公園 　0.25haを標準とする。 　誘致距離250mを標準とする。

近隣公園 　2haを標準とする。 　誘致距離500mを標準とする。

地区公園 　4haを標準とする。 　誘致距離1kmを標準とする。

総合公園 　おおむね10ha以上とする。

　原則として、一の市町村の区域を対象として、住民

が容易に利用できる位置に配置する。

運動公園 　おおむね15ha以上とする。

　原則として、一の市町村の区域を対象として、住民

が容易に利用できる位置に配置する。

広域公園 　おおむね50ha以上とする。

　一の市町村の区域を超える広域の圏域を対象とし

て、交通の利便の良い土地に配置する。

特殊公園

(風致公園)

　－

　樹林地、湖沼海浜等の良好な自然的環境を形成する

土地を選定して配置する。

特殊公園

(動物公園、

植物公園、

歴史公園)

　－

　動物公園、植物公園にあっては、気象、地形、植生

等の自然的条件が当該公園の立地に適した土地を選定

して配置する。歴史公園にあっては、遺跡、庭園、建

築物等の文化的遺産の存する土地若しくはその復元、

展示等に適した土地又は歴史的意義を有する土地を選

択して配置する。

種　別 区　　　　　別

街区公園 　主として街区内に居住する者の利用に供することを目的とする公園

近隣公園 　主として近隣に居住する者の利用に供することを目的とする公園

地区公園 　主として徒歩圏域内に居住する者の利用に供することを目的とする公園

総合公園

　主として一の市町村の区域内に居住する者の休息、観賞、散歩、遊戯、

運動等総合的な利用に供することを目的とする公園

運動公園 　主として運動の用に供することを目的とする公園

広域公園

　一の市町村の区域を超える広域の区域を対象とし、休息、観賞、散歩、

遊戯、運動等総合的な利用に供することを目的とする公園

　主として風致の享受の用に供することを目的とする公園

　動物公園、植物公園、歴史公園その他特殊な利用を目的とする公園

特殊公園

【参考】都市計画運用指針 

【参考】都市計画運用指針 
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表-5 緑地の規模と配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-6 墓園の規模と配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

種　別 規　　　模 配　　　置

　市街地に近接せず、かつ、将来の発展を予想し市街化

の見込みのない位置であって、交通の利便の良い土地に

配置する。

　主要な道路、鉄道及び軌道が区域内を通過又は接しな

い。ただし、やむを得ず通過又は接する場合は樹林によ

る遮蔽等により墓園との空間を分断させる。

　都市計画区域内に適地のない場合は区域外に選定す

る。この場合、必要に応じて、関係市町村との共同施設

とする。

　環境保全系統の一環となるよう配置し、既存樹林等に

よる風致は維持するとともに、必要に応じて防災系統の

一環となるよう配置する。

墓園

　墓園が緑地の系統的な配置の一

環として計画されることに鑑み、

十分な樹林地等の面積が確保され

る相当の面積を定めることが望ま

しい。

【参考】都市計画運用指針 

【参考】都市計画運用指針 

種　別 規　　　模 配　　　置

　主として都市景観の向上に資する緑

地は、位置、目的、内容及び周辺の土

地利用等の現況及び計画を総合的に勘

案して適切な規模を定める。

　主として都市景観の向上に資する緑地は、市街地内の道路、

鉄軌道の沿線、公共公益施設、歴史的建造物等の周辺並びに景

観構成上必要とされる丘陵地、傾斜地等顕著な土地を選定して

配置する。

　現に存する樹林地等の保全を目的と

する緑地は、その規模、特性等を総合

的に勘案して適切な規模を定める。

　現に存する樹林地等の保全を目的とする緑地は、良好な自然

的環境を形成する樹林地、水域及び水辺地、草地、湿原、岩石

地、貴重な動植物の自生地、生息地、飛来地、分布地及び文化

的遺産の分布地等の土地に配置する。

　主として緩衝の用に供する緑地は、

公害の緩和、災害の防止等の目的に応

じ周辺の土地利用、交通状況、都市施

設の配置等を総合的に勘案して必要な

規模を定める。

　主として緩衝の用に供する緑地は、工業地、幹線道路、鉄軌

道、空港、供給処理施設等と住宅地、商業地等が隣接する地域

において、公害の緩和、災害の防止等の目的に応じた緩衝地帯

として有効に機能し得るよう配置する。

　主として遮断の用に供する緑地は、

隣接する市街地の規模、性格及び市街

地化の動向等を総合的に勘案して適切

な規模を定める。

　主として遮断の用に供する緑地は、市街地の周辺及び市街地

間において市街地の拡大若しくは連担の防止に資するよう、遮

断地帯として配置する。

　河川の区域を対象とする緑地は、河

川の位置、規模、形状、隣接する土地

の状況及びレクリエーション需要等を

総合的に勘案して適切な規模を定め

る。

　河川の区域を対象とする緑地は、都市における緑地の系統的

な配置の一環となる河川、又は良好な自然的環境を有する河

川、及びレクリエーション利用が可能な河川等を選定して配置

する。この場合、堤外地と一体となって緑地としての機能を果

たすことが有効な堤内地については、区域に含める。

　緑道については、快適安全な通行、

散策、休養等に資する園路及び十分な

植栽による修景、パーゴラ等の施設が

確保できる幅員及び延長を定める。

　緑道については公園、広場、駅及び学校、商業地及び避難地

等を相互に連絡し、又は河川、水路及び道路等に沿った快適安

全な通行・散策路等として、併せて災害時における避難誘導路

として有効に機能し得るよう配置する。

緑地
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(1)都市計画公園・緑地の配置計画                        

  本市における都市計画公園・緑地の配置は 1937 年（昭和 12 年）に湘南海岸公園が

都市計画決定されたことに始まり、1957 年（昭和 32 年）に『藤沢綜合都市計画』に

基づき旧市街地を中心に都市計画決定（変更）された公園・緑地（110 か所、面積約

127ha）が原型となっています。 

  当時の都市計画は、理念的必要性から、整備の見通しの有無にかかわらず、都市の

骨格となる公園・緑地や道路を多数、都市計画決定しています。また、土地区画整

理事業等の計画的なまちづくりを想定した配置となっているため、現在において土

地区画整理事業の実施が具体化されていない区域については、都市計画公園・緑地

を単独で整備するのに課題が多い箇所もあります。 

その後は、まちづくりの進捗に伴い、公園・緑地を追加する都市計画変更等を重ね、

2015 年（平成 27 年）4 月 1 日現在、197 か所、面積約 249.26ha

※

の公園・緑地を都

市計画決定しています（図-2、表-8）。 

また、本市の都市計画に関する基本的な方針である『藤沢市都市マスタープラン』

において本市の将来都市構造を、『藤沢市緑の基本計画』において、本市の緑の将来

像を次のとおり示しています（図-3、-4）。 

 

 

   □藤沢市都市マスタープラン 

第 2章 全体構想 

2 目標とする都市 

1 将来都市像 

『自立するネットワーク都市』 

・市民ひとりひとりが、自由に交流連携しながら、自立して、健康にいきいきとく

らせる都市をめざします。 

・市民と行政の協働により、きめ細かなまちづくりをすすめ、個性ある地域で構成

される都市をめざします。 

・近隣都市と連携しながら開かれた都市機能の強化をはかり、持続的に活力を創造

できる都市をめざします。 

・自然環境の保全・創出とともに、低炭素型都市構造の構築や個人の環境行動によ

り、エネルギーや食について自立的な取組をすすめ、地球環境と共生する都市を

めざします。 

 

※ 9・6・1 湘南海岸公園を含めると、198 か所、面積約 339.76ha になります。 

2222    藤沢市の都市計画公園・緑地 
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□藤沢市緑の基本計画 

第 3章 計画の基本方針 

2 緑の将来像 

本市の緑は、引地川、境川などに代表される河川部の緑、相模野台地や鎌倉連山の

縁辺部、河川沿いに残る斜面の緑、里地里山環境を残した谷戸の緑、そして湘南らし

さを表す海岸部の緑など、多様な姿で構成されています。 

本市は、これら多様な自然の緑、生活や産業とともに新たに生み出され育まれる緑、

災害時の避難場所や防災、レクリエーションの場となる緑など、それぞれの緑の特徴

を活かし、変化に富んだ多彩な輝きを放つ、魅力あふれる都市の姿「湘南のみどりと

共にくらすまち・ふじさわ」を緑の将来像として掲げます。 

この将来像を具現化するため、「緑の将来像図」を描き、この将来像が実現される

よう、様々な施策を展開します。 

 

   なお、『藤沢市緑の基本計画』では、将来に向けた最終目標として市民一人当た

りの都市公園面積（都市計画決定していない都市公園を含みます。）を 11㎡／人と

しており、計画策定後も、公園整備を着実に進めてきたものの、人口増加の影響が

あるため、2015 年（平成 27 年）4 月 1 日現在、約 5.3 ㎡／人となっています（表

-7）。 

 

表-7 市民一人当たりの都市公園面積 

 

 

 

 

【出典】藤沢市緑の基本計画     

 

 

 【参考】市民生活に関する意識調査 

    平成 26 年度に実施した本調査では、「みどり」に関する調査項目がありますが、「斜

面緑地や樹木など緑の保全について」、満足、やや満足と回答された方は約 29％であ

り、更なる緑地保全が求められている状況となっています。 

 

  

2000年 2010年 2020年 2030年

（平成12年） （平成22年） （平成32年） （平成42年）

都市公園 5.3㎡／人 5.4㎡／人 6㎡／人 9㎡／人 11㎡／人

最終目標
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【出典】平成 22 年度都市計画基礎調査をもとに作成  

 

図-2 都市計画公園・緑地の配置状況（2015 年（平成 27 年）4月 1 日時点） 
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表-8 都市計画公園・緑地一覧 

 

 

 

 

  

■街区公園

番　号 公 園 名 番　号 公 園 名 番　号 公 園 名 番　号 公 園 名

2･2･ 1 州花公園 約0.14 2･2･61 烏森公園 約0.61 2･2･122 後河内公園 約0.14 3･3･ 1 御殿辺公園 約1.4

2･2･ 2 西行公園 約0.08 2･2･62 内田公園 約0.15 2･2･123 坂下公園 約0.12 3･3･ 2 翠ヶ丘公園 約2.5

2･2･ 3 西原公園 約0.24 2･2･63 花ノ木公園 約0.20 2･2･124 赤坂公園 約0.11 3･3･ 3 外原公園 約1.0

2･2･ 4 上西原公園 約0.25 2･2･64 本町公園 約0.03 2･2･125 御幣下公園 約0.13 3･3･ 4 宮前公園 約1.8

2･2･ 5 下諏訪公園 約0.23 2･2･65 中横須賀公園 約0.11 2･2･126 鯉ヶ淵公園 約0.20 3･3･ 5 桜小路公園 約1.7

2･2･ 6 鎌倉道公園 約0.16 2･2･66 吉野町公園 約0.14 2･2･127 善行南公園 約0.23 3･3･ 6 桐原公園 約1.7

2･2･ 7 宮畑公園 約0.24 2･2･67 本藤公園 約0.19 2･2･128 梅里公園 約0.11 3･3･ 7 湘南台公園 約2.6

2･2･ 8 原川名公園 約0.26 2･2･68 入町公園 約0.16 2･2･129 椎の実公園 約0.13 3･3･ 8 宮ノ下公園 約1.5

2･2･ 9 市場公園 約0.11 2･2･69 南仲町公園 約0.14 2･2･130 鞍骨公園 約0.23 3･3･ 9 二番構公園 約1.0

2･2･10 前河内公園 約0.23 2･2･70 西横須賀公園 約0.23 2･2･131 大台公園 約0.34 3･3･10 舟地蔵公園 約1.5

2･2･11 通町公園 約0.14 2･2･71 十二天公園 約0.46 2･2･132 観音上公園 約0.14 3･3･11 奥田公園 約1.0

2･2･12 賀来公園 約0.12 2･2･72 弥勒寺公園 約0.29 2･2･133 三角公園 約0.22 3･3･12 湘南の丘公園 約1.9

2･2･13 下藤ヶ谷公園 約0.51 2･2･73 小塚公園 約0.33 2･2･134 東山田公園 約0.18 3･3･13 なかむら公園 約1.3

2･2･14 下岡公園 約0.15 2･2･74 柄沢公園 約0.26 2･2･135 田島山公園 約0.21 3･3･14 神台公園 約1.0

2･2･15 一木公園 約0.14 2･2･75 大鋸公園 約0.36 2･2･136 大鋸外原公園 約0.23 ■総合公園、運動公園等

2･2･16 高根公園 約0.17 2･2･76 遊行寺公園 約0.26 2･2･137 大鋸丸山公園 約0.25

2･2･17 柳原公園 約0.18 2･2･77 大門公園 約0.45 2･2･138 台谷公園 約0.32 番　号 公 園 名

2･2･18 本鵠沼公園 約0.15 2･2･80 天岳公園 約0.19 2･2･139 殿山公園 約0.29 5･4･ 1 長久保公園 約 4.4

2･2･19 下沢公園 約0.15 2･2･81 本在寺公園 約0.61 2･2･140 小糸公園 約0.12 5･5･ 3 大庭城址公園 約11.8

2･2･20 中井公園 約0.17 2･2･82 高谷公園 約0.35 2･2･141 城下公園 約0.25 6･4･ 1 八部公園 約 5.7

2･2･21 大東公園 約0.17 2･2･83 石原谷公園 約0.27 2･2･142 北の谷公園 約0.22 6･5･ 2 秋葉台公園 約13.4

2･2･22 花沢公園 約0.12 2･2･84 善行公園 約0.41 2･2･143 東小ヶ谷公園 約0.23 7･4･ 1 片瀬山公園 約 9.5

2･2･23 砥上公園 約0.16 2･2･85 椎名谷公園 約0.43 2･2･144 西小ヶ谷公園 約0.21 7･5･ 1 新林公園 約16.2

2･2･24 東奥田公園 約0.21 2･2･86 中原公園 約0.43 2･2･145 滝の沢公園 約0.48 9･6･ 1 湘南海岸公園 約90.5

2･2･25 橘公園 約0.13 2･2･87 渋沢公園 約0.35 2･2･146 五反田公園 約0.33 ■緑地

2･2･26 高砂公園 約0.21 2･2･88 立石公園 約0.14 2･2･147 石川一の坪公園 約0.28

2･2･27 柳小路公園 約0.18 2･2･89 狼谷公園 約0.10 2･2･148 駒寄公園 約0.66 番　号 緑 地 名

2･2･29 中岡公園 約0.17 2･2･90 今田公園 約0.20 2･2･149 南永山公園 約0.21 1 伊勢山緑地 約 4.27

2･2･30 上岡公園 約0.18 2･2･91 四ツ辻公園 約0.21 2･2･150 北永山公園 約0.24 2 御所ヶ谷緑地 約 0.76

2･2･31 秩父公園 約0.17 2･2･92 青葉公園 約0.14 2･2･151 矢向公園 約0.19 3 境川緑地 約38.17

2･2･32 北浜見山公園 約0.19 2･2･93 中丸公園 約0.21 2･2･152 滝の上公園 約0.33 4 引地川緑地 約36.4

2･2･33 勘久公園 約0.23 2･2･94 原谷公園 約0.28 2･2･153 六会駅前公園 約0.31 5 一色緑地 約 1.4

2･2･34 堺田公園 約0.25 2･2･95 渋谷原公園 約0.32 2･2･154 錦公園 約0.13 ■墓園

2･2･35 初タラ公園 約0.13 2･2･96 大塚戸公園 約0.23 2･2･155 不動ヶ丘公園 約0.79

2･2･36 駅前町公園 約0.10 2･2･97 高倉公園 約0.23 2･2･156 鵠沼松が岡公園 約0.59 番　号 墓 園 名

2･2･37 熊ノ森公園 約0.16 2･2･98 下原公園 約0.12 2･2･157 長後谷戸公園 約0.51 1 大庭台墓園 約37.8

2･2･38 久根下公園 約0.30 2･2･99 丸岡公園 約0.07 2･2･158 本在寺北公園 約0.12

2･2･39 北町公園 約0.64 2･2･100 上原公園 約0.23 2･2･159 渡内北公園 約0.18

2･2･40 宝珠公園 約0.18 2･2･101 天岳院下公園 約0.21 2･2･160 下ノ根第一公園 約0.31

2･2･41 大荒久公園 約0.23 2･2･102 一色公園 約0.24 2･2･161 下ノ根第二公園 約0.19

2･2･42 一ノ坪公園 約0.17 2･2･103 渡内公園 約0.27 2･2･162 鍛冶山公園 約0.25

2･2･43 堂面公園 約0.15 2･2･104 高谷下公園 約0.24 2･2･163 矢端公園 約0.30

2･2･44 出口公園 約0.13 2･2･105 高谷第二公園 約0.15 2･2･164 上高倉公園 約0.26

2･2･45 蛙池公園 約0.11 2･2･106 長後第一公園 約0.27 ■近隣公園

2･2･46 後山公園 約0.56 2･2･107 長後第二公園 約0.12

2･2･47 新町公園 約0.10 2･2･109 桐ヶ谷公園 約0.37 番　号 公 園 名

2･2･48 土打公園 約0.45 2･2･110 山田公園 約0.38 3･2･ 1 西浜公園 約0.8

2･2･49 折戸公園 約0.26 2･2･111 丸石公園 約0.32 3･2･ 2 西方公園 約0.9

2･2･50 南山公園 約0.26 2･2･112 犬久保公園 約0.35 3･2･ 3 太平台公園 約0.7

2･2･51 駒形公園 約0.15 2･2･113 三屋道公園 約0.36 3･2･ 4 桜花公園 約0.7

2･2･52 桜新道公園 約0.17 2･2･114 唐池公園 約0.26 3･2･ 6 柏山公園 約0.9

2･2･53 柏木公園 約0.45 2･2･115 藤が谷公園 約0.26 3･2･ 8 御幣公園 約0.7

2･2･54 丸山公園 約0.19 2･2･116 辻堂高砂東公園 約0.18 3･2･ 9 御所ヶ谷公園 約0.9

2･2･55 若尾山公園 約0.15 2･2･117 辻堂高砂西公園 約0.18 3･2･11 落合公園 約0.7

2･2･56 大道東公園 約0.18 2･2･118 片瀬山東公園 約0.21 3･2･12 円行公園 約0.9

2･2･57 東横須賀公園 約0.15 2･2･119 片瀬山南公園 約0.24 3･2･13 小糸台公園 約0.9

2･2･58 富士公園 約0.18 2･2･120 片瀬山西公園 約0.22 3･2･14 天神公園 約0.7

2･2･60 西宮越公園 約0.15 2･2･121 浜見山公園 約0.18 3･2･15 村岡城址公園 約0.7

面積

（ha）

名　　　称 面積

（ha）

名　　　称 面積

（ha）

名　　　称 面積

（ha）

名　　　称

名　　　称 面積

（ha）

名　　　称 面積

（ha）

名　　　称 面積

（ha）

名　　　称 面積

（ha）

凡例（公園）

　２　・　２　・　１　州花公園

　　 　　 　　 　　 区分区分区分区分　　規模規模規模規模　　一連番号一連番号一連番号一連番号

【区分区分区分区分】

2 街区公園

3 近隣公園

4 地区公園

5 総合公園

6 運動公園

7 特殊公園(風致公園)

8 特殊公園(動物公園等)

9 広域公園

【規模規模規模規模】

2 面積1ha未満のもの

3 面積1ha以上 4ha未満のもの

4 面積4ha以上 10ha未満のもの

5 面積10ha以上 50ha未満のもの

6 面積50ha以上 300ha未満のもの

7 面積300ha以上のもの

【一連番号一連番号一連番号一連番号】

 区分、規模別の通し番号
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【出典】藤沢市都市マスタープラン     

 

図-3 将来都市構造図 

、、、、    、 
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【出典】藤沢市緑の基本計画   

 

図-4 緑の将来像図 
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(2)都市計画公園・緑地の整備状況                        

  2015 年（平成 27 年）4 月 1 日現在、9・6・1 湘南海岸公園を除く 197 か所、面積

約 249.26ha の都市計画公園・緑地のうち、129 か所、面積約 151.51ha の公園・緑地

が「整備済」となっています（箇所数については、一部に「事業中」「未着手」の区

域を有する都市計画公園・緑地は含みません。）（図-5）。 

  本市における都市計画公園・緑地は「整備済」及び「事業中」を除く赤い太枠で囲

んでいる「未着手」面積約 24.53ha のうち、約 24.34ha が長期未着手となっていま

す。 

また、公園種別からみた長期未着手都市計画公園・緑地の内訳において、箇所数に

着目すると街区公園・近隣公園の合計が全体の約 90％を占めるなど、身近な公園に

長期未着手が多いことがわかります（表-9）。 

  なお、「事業中」面積のうち、河川水面等の整備を要しない区域の面積は約 55.89ha

（約 76％）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 都市計画公園・緑地の整備状況 

 

  

※各面積の算出方法 

  都市公園台帳（都市公園法第 17 条）に基づく「整備済」面積を基本とした上で、

本台帳では確認できない面積（都市計画公園・緑地の区域内外にまたがり、供用し

ている場合及び河川水面等の整備を要しない区域等）については、GIS データ（航

空写真及び都市計画基本図）を用いた計測等により、各面積を算出しています。 

(約 60％) 
(約 30％) 

(約 10％) 
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表-9 藤沢市における公園種別からみた長期未着手都市計画公園・緑地の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  次に、神奈川県内における長期未着手の状況をとりまとめたものが表-10 になりま

す。長期未着手における面積に着目すると、総合公園や広域公園等の大規模な公園・

緑地が目立ちますが、箇所数に着目すると、街区公園や近隣公園といった小規模な公

園が目立つ状況となっています。 

 

表-10 神奈川県内における公園種別からみた長期未着手都市計画公園・緑地の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】都市計画公園・緑地見直しのガイドライン（神奈川県）をもとに作成    

(ha) 構成比 構成比

広場 0.2 1 0.0 0% 0 0%

街区 437.7 1,936 9.3 1% 56 49%

近隣 388.7 228 13.2 2% 20 17%

地区 273.8 54 8.0 1% 4 3%

総合 709.6 37 131.1 20% 10 9%

運動 959.1 29 9.0 1% 2 2%

特殊(風致) 527.7 35 136.8 21% 9 8%

特殊(動植物・歴史) 60.0 16 0.0 0% 0 0%

広域 1,007.0 13 196.4 30% 6 5%

緑地 698.0 112 129.4 20% 6 5%

墓園 251.1 7 28.4 4% 2 2%

合計 5,312.9 2,468 661.6 100% 115 100%

長期未着手

面積

(ha)

箇所数

面積 箇所数

計画決定

種別

(約/ha) 構成比 構成比

街区公園 38.06 159 7.06 29% 40 73%

近隣公園 31.4 26 6.29 26% 10 18%

総合公園 16.2 2 0.25 1% 1 2%

運動公園 19.1 2 0 0% 0 0%

特殊公園(風致) 25.7 2 5.41 22% 1 2%

緑　　地 81 5 5.33 22% 3 5%

墓　　園 37.8 1 0 0% 0 0%

合　　計 249.26 197 24.34 100% 55 100%

種　　別

都市計画決定 長　期　未　着　手

面　積

(約/ha)

箇所数

面　　積 箇所数

2015 年（平成 27 年）4月 1 日時点 

2012 年（平成 24 年）3月 31 日時点 
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  次に、本市における公園・緑地の都市計画決定（当初）の状況を年代別にみると、

昭和 30 年代に多くの公園・緑地を都市計画決定しており、長期未着手面積における約

99％がこの年代に都市計画決定されたものです（表-11）。 

 

表-11 年代別にみた公園・緑地の当初都市計画決定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  また、都市計画決定している区域が全て「整備済」となっている 129 か所の都市計

画公園・緑地において、整備を行った手法（用地取得方法）を分類すると表-12 及び

図-6 となります。 

  都市計画公園・緑地の整備については、土地区画整理事業によるものが最も多く

92 か所（約 71％）となっています。 

本市では市街化区域の約 36％に相当する面積を土地区画整理事業（市、組合及び個

人施行等）により整備しているとともに、法令により、土地区画整理事業の施行地区

内では、「設計の概要は、公園の面積の合計が、施行地区の面積の 3％以上となるよう

に定めなければならない」などの規定があります。 

これらのことから、本市では、都市計画公園・緑地の整備が面整備による新たなま

ちづくりと相まって行われてきた経緯があるといえます。今後も土地区画整理事業等

と併せて都市計画公園・緑地の整備を行うことが効果的といえますが、既に宅地化さ

れた既成市街地では、新たに土地区画整理事業を実施することは極めて困難なため、

このような地域においては個別に効果的な整備手法を検討する必要があるといえます。 

 

 

 

都市計画決定年代 箇所数

都市計画決定

面積(約/ha)

長期未着手面積

(約/ha)

長期未着手面積に

おける割合(約/％)

～1954年

(～昭和29年)

0 0 0 0

1955年～1964年

(昭和30年～39年)

106 163.70 24.13 99.1

1965年～1974年

(昭和40年～49年)

20 48.29 0.17 0.7

1975年～1984年

(昭和50年～59年)

33 19.98 0 0

1985年～1994年

(昭和60年～平成6年)

27 12.49 0.04 0.2

1995年～2004年

(平成7年～16年)

10 4.54 ― ― 

2005年～

(平成17年～)

1 0.26 ― ― 

合　　計 197 249.26 24.34 100
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(３)長期未着手の主な原因及び課題                        

  『神奈川みどり計画（2006 年（平成 18 年）3月策定）』及び『藤沢市緑の基本計画』

では、都市公園における現状や課題について、次のとおり、都市化に伴う用地取得

費の高騰等を挙げています。 

 

□神奈川みどり計画 

3 かながわのみどりの現状と課題 

（2）制度面からの分析 

サ 都市公園 

   ・・・本県は全国的にも都市化の進展が著しく人口や産業が高密に集積し、用地取

得の困難さに加え用地買収費が膨大となることなどから、計画的な都市公園整備が進

まないのが現状となっています。 

 

□藤沢市緑の基本計画 

 第 2章 緑の現況と課題 

 2-2 緑の現況と課題 

（1）都市公園 

□公園用地の確保 

人口の密集している市街地では、地価の高騰やオープンスペースの減少などで公園

用地の確保は難しい状況となっており、公園を整備するためには、様々な方策を検討

して、用地を確保する必要があります。 

 

  

整備手法 箇所数

土地区画整理事業 92

工業団地造成事業 1

開発行為等 10

用地買収 20

その他 6

合　　計 129

92

1

10

20

6

土地区画整理事業(箇所)

工業団地造成事業(箇所)

開発行為等(箇所)

用地買収(箇所)

その他(箇所)

表-12 整備済の都市計画公園・緑地に 

おける整備手法 

図-6 整備済の都市計画公園・緑地に 

おける整備手法 
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  これら上位計画並びに各都市計画公園・緑地及び周辺土地利用等の現況調査を踏ま

え、都市計画公園・緑地が長期未着手となっている主な原因と課題を整理すると、次

の6つが挙げられます。 

 

①財政事情①財政事情①財政事情①財政事情    

・ 住宅等が立地して、用地取得等の事業費が膨大になることから、整備の見通し

が立たないため（図-7） 

 

②類似機能の存在②類似機能の存在②類似機能の存在②類似機能の存在    

・ 近傍において、都市計画決定していない都市公園、緑の広場等が存することに

より、当該都市計画公園・緑地に求められている機能の一部が確保され、整備の

優先度が低下したため（図-8） 

 

③部分開設③部分開設③部分開設③部分開設    

・ 用地取得の難航等により、都市計画公園・緑地が部分的にしか開設されていな

いものの、当該都市計画公園・緑地に求められる機能の一部が確保されており、

整備の優先度が低下したため（図-9） 

 

④技術的な課題④技術的な課題④技術的な課題④技術的な課題    

・ 区域内に斜面地があるなど、地形上の制約があるため 

 

⑤河川水面⑤河川水面⑤河川水面⑤河川水面等の公共空地の存在等の公共空地の存在等の公共空地の存在等の公共空地の存在    

・ 河川水面、公有林等、現状のままでも、当該都市計画公園・緑地が担う機能の

一部が確保されているため（図-10） 

 

 ⑥関連事業との調整⑥関連事業との調整⑥関連事業との調整⑥関連事業との調整    

  ・ 土地区画整理事業等のまちづくりに関連する事業と進捗を合わせる必要がある

ため 

 

  55 か所の長期未着手都市計画公園・緑地をこれら 6項目に分類すると図-11 のとお

り、「財政事情」によるものが 43か所（約 48%）、「類似機能の存在（15か所）」と「部

分開設（22か所）」を含めると約 90%となり、長期未着手の大きな原因となっているこ

とが分かります。 
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図-7 財政事情に関する主な事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 類似機能の存在に関する主な事例 

 

凡例凡例凡例凡例 名称名称名称名称

都市計画公園

凡例凡例凡例凡例 名称名称名称名称

都市計画公園

都市公園等
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図-9 部分開設に関する主な事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 河川水面等の公共空地の存在に関する主な事例 
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図-11 長期未着手の原因（箇所数） 

 

(4)近年における取組                              

  本市では、近年、大規模公園事業や土地区画整理事業に関連する公園事業がやや落

ち着きをみせています。 

一方で、長期未着手都市計画公園・緑地の区域内の土地所有者に相続が発生するな

ど、土地利用転換が生じる可能性が高まったケースが増え始めています。このよう

な状況の中、都市計画公園区域内の土地の部分的な

買収や、関係機関等と調整を図り、個別に都市計画

変更を行い、長期未着手の状況を整理している事例

もあります。 

  また、『藤沢市緑の基本計画』で「緑の保全拠点」

に位置付けている三大谷戸（川名清水、石川丸山、

遠藤笹窪）の保全施策の展開として、特別緑地保全

地区や都市施設（公園・緑地）の都市計画決定に向

けた具体的な取組を進めています（図-12）。 

 

 ・健康の森基本計画 2012 年(平成 24 年)3 月策定 

                                (遠藤笹窪関連) 

 ・石川丸山緑地保全計画 2015 年(平成 27 年)9 月策定 

  

※ 1 か所の都市計画公園・緑地において、長期未着手の原因が複数存在するケース 

があるため、長期未着手都市計画公園・緑地の箇所数とは一致しません。 

図-12 三大谷戸位置図 

【出典】藤沢市緑の基本計画 
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